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宋
代

の
西
行
求
法
と
そ
の
意
義

間

野

漕

龍

中
國
人
に
よ
る
西
行
求
法
は
、
三
國
時
代
に
西
域
に
向
つ
た
朱
士
行

以
來
、

陸
績
と
し
て
跡
を
絶
た
な
か
つ
た
。
中
國
か
ら
西
域
も
し
く
は

イ
ン
ド
に
族
を
す
る
場
合
、
砂
漠
を
わ
た
り
、
高
山
を
越
え
、
幾
多
の

困
難
が
前
途
に
横
た
わ
つ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ

ら
を
ふ
み
越
え
て
、
は
る
ば
る
幾
千
里
の
道
を
遠
し
と
せ
ず
に
、
求
法

の
族

へ
と
出
立
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
西
行
求
法
の
實
態
に
つ
い
て
は
、
古
く

は
梁
啓
超
が

「
千
五
百
年
前
之
中
國
留
學

生
」
(
中
國
佛
敏
研
究
史
所
牧
)
の
中
で
詳

細
に
述
べ
て
お
り
、
ま
た
現
代
佛
學

(
一
九
六
四
年
第
四
期
)
に
も
、
渠

中
の

「
西
行
求
法
」
(中
國
佛
教
史
話
一
)
と
い
う

一
文
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
い
つ
れ
の
論
述
を
み
て
も
、
東
晋
の
法
顯
や
唐

の
玄

婁

・
義
浄

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
魏
晋
南
北
朝
か
ら
階
唐

時
代
の
こ
と
を
學
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
唐
以
後
の
こ
と
と
し

て
は
、
特

に
宋
代
に
お
け
る
継
業
の
事
蹟
に
ふ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
継
業
の
西
行
求
法
が
、
そ
れ
ま
で
の
西
行
求
法
と
同

じ
よ
う
な
事
蹟
と
し
て
解
繹
し
て
い
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
繹
業
の
み
が

宋
代
に
お
け
る
西
行
求
法
者
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
そ

の
他
の
多
く
の
先
輩
諸
氏
の
論
考
の
中
に
は
、

行
勤
等

一
百
五
十
七
人

の
西
行
求
法
に
つ
い
て
の
論
述
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
思

い
至
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
爾
者
の
關
係

に
つ
い
て
は
、
未
だ
十

分
に
槍
討
し
た
も
の
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
改
め
て
こ
こ
に

宋
代
の
西
行
求
法
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

梁
啓
超
ら
の
い
う
縫
業
の
西
行
求
法
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
苑
成
大

(

1
)

の
臭
船
録
に
み
え
る
記
載
に
も
と
つ
く
。
す
な
わ
ち
そ
の

一
端
を
あ
げ

る
と
、

纏
業
、
姓
王
氏
、
耀
州
人
、
隷
東
京
天
壽
院
、
乾
徳
二
年

(
九
六
四
)
、詔

沙
門
三
百
人
、
入
天
竺
、
求
舎
利
及
貝
多
葉
書
、
業
預
遣
中
、
至
開
寳
九
年

(九
七
六
)
始
蹄
、
(義
眉
牛
心
)
寺
所
藏
浬
婁
経

一
函
四
十
二
巻
、
業
於
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毎
巻
後
分
認
西
域
行
種
…
…

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
い
ま
問
題
と
し
た
い
鮎
は
、
第

一
に

乾
徳
二
年

に
沙
門
三
百
人
に
詔
を
く
だ
し
て
西
行
求
法
さ
せ
た
と
い
う

中
に
、
縫
業
が
い
た
こ
と
、
第
二
に
開
寳
九
年
に
蹄
朝
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
の
黙
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
と
り
わ
け
乾
徳
二
年
と
い
う

時
期
と
、

三
百
人
と
い
う
激
字
が
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
の
太
租

が
勅
し
て
西
行
求
法
さ
せ
た
と
い
う
事
柄
は
、
他

の
記
録
に
よ
れ
ば
乾

徳
四
年
に
な

つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
繹
氏
稽
古
略
巻
四
に

よ
れ
ば
、

乾
徳
四
年
、
詔
秦
涼
既
通
、
遣
信
百
人
、
往
西
域
求
佛
経
法
。

と
あ
り
、

ま
た
佛
租
統
紀
巻
四
三
に
は
、

四
年
、
詔
秦
涼
既
通
、
可
遣
僧
往
西
竺
求
法
。
時
沙
門
行
勤

一
百
五
十
七
人

鷹
詔
。
所
歴
焉
誉
、
轟
滋
、
迦
彌
羅
等
國
、
並
賜
詔
書
、
諭
令
遣
人
前
導
、

(
2
)

傍
各
賜
装
鐘
三
萬
。

と
あ
つ
て
、
明
ら
か
に
二
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
繊
業
の
乾
徳

二
年
の
記
事
と
、
後
者
の
四
年
の
記
載
と
を
比
較
検
討
し
た
場
合
、
全

く
無
關
係

と
は
到
底
い
え
ず
、
か
え

つ
て
同

一
の
事
實
を
指
し
て
い
つ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
佛
租
統
紀

の
記
載
を
み
る

と
、
行
勤
ら
百
五
十
七
人
が
西
行
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
歴
過
す
る
國

々
に
詔
書
を
賜
わ
り
、
前
導
せ
し
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

以
前
に
も
し
三
百
人
も
の
人

々
が
勅
を
受
け
て
西
行
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
記
載
に
な
ら
な
か
つ
た
で
画
ろ
う

と

す
れ
ば
、
乾
徳
二
年
が
い
い
か
、
四
年
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
を
と
ら

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
乾
徳
四
年
、
行
勤
ら
の
西
行
求
法
に
は
切
り
離
せ
な
い
前

提
が
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
佛
租
統
紀
巻
四
三
の
乾
徳
三
年
の
條
に
、

槍
州
沙
門
道
圓
、
遊
五
天
竺
往
反
十
八
年
、
及
還
借
干
聞
使
者
、
至
京
師
、

鰍
佛
舎
利
貝
葉
梵
経
、
上
召
見
便
殿
、
問
西
土
風
俗
、
賜
紫
方
砲
器
幣
。

と
あ
り
、
ま
た
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
六
に
は
、

(

3
)

乾
徳
三
年
十

一
月
、
先
是
、
沙
門
道
圓
、
出
遊
西
域
二
十
蝕
年
、
於
是
與
干

閲
朝
貢
使
者
得
還
、
鰍
貝
葉
経
及
舎
利
、
癸
亥
、
上
召
見
之
、
問
其
山
川
道

路
及
風
俗
、

一
々
能
記
上
、
上
喜
賜
以
紫
衣
及
金
幣
。

と
い
つ
て
、
乾
徳
三
年
十

一
月
に
道
圓
な
る
沙
門
が
、
干
閲
の
使
者
を

件
な
つ
て
西
域
よ
り
蹄
つ
て
き
て
、
佛
舎
利
や
貝
葉
経
典
を
鰍
上
し
た

こ
と
、
ま
た
太
祀
が
そ
の
行
程
の
山
川
風
俗
に

つ
い
て
詳
し
く
魏
取
し

て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
道
圓
と
太
祀
と
は

善
知
の
關
係
だ
つ
た
ら
し
く
、
塚
本
善
隆
、
貝
塚
茂
樹
爾
博
士
の

「
山

東
旅
行
記
」
(東
方
學
報
京
都
第
八
冊
)
に
は
、
臨
溝
縣
興
國
廣
化
輝
寺

に
つ
い
て
、
「
五
代
の
間
、
宋
の
太
祀
が
未
だ
布
衣
に
し
て
天
下
を
偏

遊
せ
し
時
、
此
寺
に
至
つ
て
寺
信
道
圓
と
知
り
交
契
を
結
び
し
が
、
道

圓
は
西
方
に
求
法
し
天
竺
に
あ
る
こ
と
六
年
、

乾
徳
三
年
十
二
月
登
極

間
も
な
い
太
組
の
朝
廷
に
干
聞

の
朝
貢
使
を
俘

い
還
り
、
梵
経
を
奉

り
、
ま
た
西
域
印
度
の
地
理
風
俗
等
を
上
聞
し
て
帝
を
喜
ば
せ
、
紫
衣

宋
代

の
西
行
求
法

と
そ
の
意
義

(
間

野
)
 

二
四
九
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宋
代
の
西
行
求
法

と
そ
の
意
義

(
間

野
)
 

二
五
〇

を
賜
わ
り
、
ま
た
蓋
國
大
師
開
府
儀
同
三
司
食
邑
七
千
戸
を
賜
わ
り
、

將
來
せ
し
佛
舎
利
を
納
め
る
十
二
級
の
舎
利
塔
を
此
地
に
建
立
ル
、
興

國
寺
と
號
す
る
大
寺
と
な
る
。
蓋
し
道
圓
は
宋
の
太
租
太
宗
朝
廷
の
課

経
そ
の
他
の
佛
敏
事
業
開
始
の
基
を
開

い
た
人
と
し
て
逸
す
べ
か
ら
ざ

る
者
で
あ

る
」
と
い
い
、
道
圓
の
存
在
債
値
を
高
く
評
債
し
て
お
ら
れ

る
。こ

の
よ
う
に
太
租
は
道
圓
に
よ
つ
て
西
域
や
イ
ン
ド
佛
教
の
事
情
、

道
途
の
様
子
を
知
悉
し
、
そ
の
上
で
翌
年
春
に
行
勤
ら
を
西
行
求
法
に

出
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
事
情
を

一
暦
端
的
に
物
語
る
記

録
が
、
宋
會
要
巻
二
〇
〇
に
あ
る
。
傳
法
院
を
の
べ
た
條
に
、

太
祀
乾
徳
三
年
十
二
月
、
槍
州
僧
道
圓
、
詣
西
域
、
還
表
鰍
貝
葉
梵
経
四
十

二
爽
、
道
圓
晋
天
輻
中
、
往
在
塗
十
二
年
、
住
天
竺
六
年
、
還
経
干
聞
、
與

其
使
階
至
太
祀
、
召
間
所
歴
山
川
道
里
、
賜
紫
衣
器
幣
、
館
干
京
寺
。
四
年

三
月
僧
行
勤
等
一
百
五
十
七
人
、
請
遊
西
域
取
経
、
各
賜
銭
三
萬
、
遣
之
。

自
是
往
取
経
者
頗
衆
。

と
い
い
、
道
圓
の
婦
朝
と
、
行
勤
ら
の
西
行
求
法
が
密
接
な
因
果
關
係

を
持

つ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
太
租
が

西
行
求
法

に
多
く
の
侶
を
出
立
さ
せ
た
の
は
當
然
乾
徳
四
年
と
解
す
べ

き
で
あ
つ
て
、
纈
業

の
記
録
に
い
う
と
こ
ろ
の
乾
徳
二
年
は
、
あ
き
ら

か
に
誤
り
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
三
百
人
と
い
う
数

字
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
引
用
し
て
き
た
幾
つ
か
の
記
録
を
比
較
検
討

す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
行
勤
ら

一
百
五
十
七
人
と
い
う
敷
字
を
と
る
の

が
最
も
要
當
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

つ
ぎ
に
第
二
の
貼
で
あ
る
開
寳
九
年

(九
七
六
)
に
蹄

朝
し
た
と

い

う
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
前
と
違
つ
て
、
開
寳
九
年
と
い
う

年
代
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
よ
り
六
年
後
す
な

わ
ち
太
季
興
國
七
年

(
九
八
二
)
に
課
経
院
が
設
け
ら
れ
た
事
柄

と

の

關
連
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
で
あ
る
。

先
に
學
げ
た
呉
船
録
に
よ
れ
ば
、
縫
業
は
階
州

(甘
粛
省
武
都
縣
)
か

ら
塞
外
に
出
て
西
行
し
、
伊
英

・
高
昌

・
焉
善

・
干
閲

・
疎
勒

・
大
石

な
ど
を
通
り
、
イ
ン
ド
の
佛
蹟
を
歴
遊
し
て
、
再
び
階
州
に
還

つ
た

が
、
編
朝
と
と
も
に
参
内
し
て
、
將
來
せ
る
梵
爽
の
経
文
、
舎
利
な
ど

を
鰍
上
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
梵
経
の
鰍

上
が
、
後
の
課
経
院
設

立
に
重
要
な
關
係
を
持

つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
當
時
に
お
け
る
西
方
と
の
佛
敏
交
流

は
、
ど
ん
な
様
子
で
あ

つ
た
ろ
う
か
。
こ
こ
ろ
み
に
五
代
の
初
か
ら
圭
な
事
柄
を
ひ
ろ
つ
て
み

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

後
梁
太
祀
開
李
元
年

(九
〇
七
)
、
泉
州
沙
門
知
宣
、
往
西
竺
求
経
、

同

詣
闘
進
辟
支
佛
骨
貝
葉
梵
経
。

同
末
帝
貞
明
四
年

(九

一
八
)
、
西
天
三
藏
鉢
恒
羅
至
蜀
。

後
周
太
祀
廣
順
三
年

(九
五
三
)
、西
印
度
國
僧
薩
満
多
等
十
六
族
來
朝
。

宋
太
租
建
隆
三
年

(九
六
二
)
、
西
域
干
閲
國
沙
門
善
名
七
人
來
、
詔
館
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於
相
國
寺
。

同
年
、
十

一
月
高
昌
國
遣
僧
法
淵
、
鰍
辟
支
佛
牙
玉
器
。

乾
徳
三
年

(九
六
五
)
、
十

一
月
甘
州
同
鵤
可
汗
、
遣
僧
鰍
佛
牙
寳
器
。

同
年
、
十

二
月
槍
州
沙
門
道
圓
、
遊
五
天
竺
、
往
反
十
八
年
、

及
還
僧

干
閲
使
者
、
至
京
師
、
鰍
佛
舎
利
貝
葉
梵
経
。

同
四
年

(九
六
六
)
、
詔
可
遣
侶
往
西
竺
求
法
、
時
沙
門
行
勤

一
百
五
十

七
人
慮
詔
。

開
寳
四
年

(九
七
一
)
、
沙
門
建
盛
、
自
西
竺
還
、
詣
闘
進
貝
葉
梵
経
、

同
梵
僧
曼
殊
室
利
借
來
。

同
五
年

(九
七
二
)
、
西
天
竺
沙
門
可
智
、
法
見
、
眞
理
三
人
來
朝
。

同
年
、
西
天
竺
沙
門
蘇
葛
陀
來
、
貢
舎
利
文
殊
華
。

同
年
、
西
天
竺
沙
門
彌
羅
等
十
四
人
來
朝
。

開
寳
六
年

(九
七
三
)
、
中
天
竺
三
藏
法
天
至
、
課
聖
無
量
壽
経
七
佛
讃
。

太
宗
太
準
興
國
元
年

(開
寳
九
年
、
九
七
六
)
、
繹
業
編
朝
。

同
二
年

(九
七
七
)
、
西
天
竺
沙
門
吉
鮮
來
、
進
貝
葉
梵
経
。

同
三
年

(九
七
八
)
、
開
寳
寺
沙
門
縫
從
等
、
自
西
天
還
、
獄
梵
経
佛
舎

利
塔
菩
提
樹
葉
孔
雀
尾
佛
。

同
年
、
中
天
竺
沙
門
鉢
納
摩
來
、
鰍
佛
舎
利
塔
整
牛
尾
彿
。

同
五
年

(九
八
〇
)
、
二
月
北
天
竺
迦
渥
彌
羅
國
三
藏
天
息
災
、
鳥
填
嚢

國
三
藏
施
護
來
。

同
年
、
五
月
中
天
竺
沙
門
護
羅
來
、
鰍
貝
葉
梵
経
。

同
七
年

(九
八
二
)
、
六
月
課
経
院
成
。

以
上
を
通
観
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
第

一
に
五
代
五
十
飴
年
の
聞

に
、
イ
ン
ド
も
し
く
は
西
域
に
沙
門
の
出
遊

し
た

こ
と
が
甚

だ
少
な

く
、
ま
た
西
方
か
ら
沙
門
が
來
た
と
い
う
事
件
も
ご
く
稀
で
あ

つ
た
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
宋
代
に
な
つ
て
沙
門
の
往
來
が
急
に
多
く
な
つ
た

が
、
と
く
に
乾
徳
三
年
の
道
圓
編
朝
以
來
、
貝
葉
梵
経
の
將
來
が
著
し

く
増
加
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
梵
経
將
來
に
つ

い
て
は
、

一
つ
に
は
西
方
沙
門
の
來
朝
と
と
も

に
入

つ
て
來

た

こ
と

と
、
二
つ
に
は
、
行
勤
を
は
じ
め
と
す
る
西
行
求
法
者
の
持
ち
蹄
つ
た

も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
牧
田
諦
亮

博
士
は

「贅
寧
と
そ
の
時
代
」
(中
國
近
世
佛
敢
史
研
究
所
牧
)
の
中
で
、
乾
徳
四

年
の
行
勤
求
法
を
あ
げ
て
、
「
以
後
毎
歳
多
敷
の
僧
侶
を
西

天
に
遣
わ

し
て
い
る
こ
と
は
、
…
…
宋

室
の
佛
教
に
封
す
る
信
頼
を
窺
い
得
る
」

五

と
い
わ
れ
た
が
、
毎
歳
多
数
の
僧
侶
を
遣
わ
し
た
と
い
う
こ
と
は
言

い

す
ぎ
で
あ
る
と
し
て
も
、
行
勤
以
來
西
行
求
法
者
が
少
な
か
ら
ず
あ

つ

た
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
開
寳
四
年
編
朝
の
建

盛
、
開
寳
九
年

の
縫
業
、
太
季
興
國
三
年

の
縫
從
ら
は
、
い
つ
れ
も
そ

の
西
行
求
法
の
結
果
、
梵
経
の
將
來
を
果
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が

西
方
か
ら
の
沙
門
來
朝
と
相
ま
つ
て
、
課
経
院
成
立
へ
の
大
き
な
力
と

な
つ
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う

し
て
み
る
と
、
纏
業
の

開
寳
九
年
の
蹄
朝
は
、
太
租
の
西
行
求
法
の
勅
命
か
ら
、
太
宗

の
課
経

院
創
設
に
至
る
ま
で
の
中
間
に
位
す
る
時
期
で
あ
り
、
ま
た
太
組
時
代

の
佛
敢
か
ら
太
宗
時
代
の
佛
教

へ
の
か
け
橋
と
し
て
の
役
目
を
果
し
た

宋

代
の
西
行
求
法

と
そ

の
意
義

(
間

野
)
 

二
五

一
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宋
代
の
西
行
求
法

と
そ
の
意
義

(
間

聾
 

二
五
二

も
の
と
解
繹
し
て
も

い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
牧
田
博
士
が
前

書
の
中

で
、
「
西
天
取
経
の
行
勤
等
を
始
め
と
す
る
多
く
の
イ
ン
ド
族

行
の
僧
も
、
殆
ん
ど
爾
後
の
活
動
を
き
か
な
い
」
と
い
わ
れ
た
が
、
建

盛
、
纒
業
、
纒
從
ら
は
十
分
に
そ
の
期
待
に
慮
じ
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
詳
経
院
成
立
以
後
に
も
、
編
朝
僧
の
梵
経
將
來
の
事
實
が
い
く
つ
か

見
出
さ
れ
る
。
た
だ
必
ら
ず
し
も
宋
代
の
西
行
求
法
者
が
、
法
顯
や
玄

婁
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
課
経
者
で
な
か

つ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
西

行
求
法

の
性
格
を
示
す

一
つ
の
鍵
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
行
勤
や
縫
業

ら
の
西
行
求
法
が
、
宋
代
の
繹
経
事
業
に
お
け
る

一
つ
の
前
提
と
し
て
、

そ
の
意
義
を
高
く
評
債
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1
 
纏
業
の

「西
域
行
程
」
と
し
て
、
大
日
本
佛
教
全
書
や
大
正
新
脩
大
藏

経

(第
五
十
一
雀
)
な
ど
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
呉
船
録
か

ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

2
 
な
お
、
宋
史
巻
二
、
宋
史
新
編
巻
一
九
九
、
大
宋
僧
史
略
な
ど
に
も
記

事
が
あ
る
。
ま
た
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
七
に
、
「乾
徳
四
年
二
月
、
僧
行

勤
等

一
百
五
十
人
、
請
遊
西
域
、
詔
許
之
、
伍
賜
銭
三
萬
、
遣
行
」
と
あ

り
、
二
月
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
に
羅
げ
る
宋
會
要
巻
二
〇
〇
の
記

事
に
よ
つ
て
三
月
と
解
し
た
方
が
よ
い
。

3
 
こ
こ
で

「出
遊
西
域
二
十
飴
年
」
と
い
う
が
、
佛
租
統
紀
で
は
十
八
年

と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
あ
げ
る
宋
會
要
巻
二
〇
〇
の

記
載
に
從
い
、
十
八
年
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

4
 
以
下
圭
と
し
て
佛
祀
統
紀
巻
四
十
二
、
四
十
三
に
依
つ
た
。
但
し
開
卒

元
年
の
條
に
つ
い
て
は
宋
高
僧
傳
巻
三
十
智
宣
傳
参
照
。
ま
た
廣
順
三
年

の
條
は
宋
史
新
編
巻

}
九
九
参
照
。

建
隆
三
年

の
善
名
等
來
朝

は
、
宋
史

新
編
巻

一
九
九

に
よ
れ
ば
乾
徳

三
年

の
こ
と
と
す
る
が
、

こ
こ
で

は
佛
租

統
紀
に
從
う
。

ま
た
乾
徳
三
年

の
同
鵤
可
汗
遣
信

の
こ
と
は
、
宋
史
巻

二

参
照
。(

昭
和
四
十
年
度
科
學
研
究
費
各
個
研
究
の
成
果

の

一
部

で
あ

る
)
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